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　議案第５１号曽於市特別職の職員の給与の特例に関する
　条例の制定について
　曽於市特別職の職員の給与の特例に関する条例は，厳しい財政状況の中地方行政の運営にあたっては，
平成１９年度当初予算編成においても歳出の抑制と自主財源の確保を最大の目標に編成されており，そ
こでその目標に沿って平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日までの間，特別職の給与の減額が
可決されたものです。

市長・副市長５％減，教育長３％減
※年間で試算しますと，市長が給与で５０１，０００円，期末手当で１５８，４４１円の減，副市長（２名分）
が給与で７９２，０００円，期末手当で２５０，４７０円の減，教育長が給与で２２８，６００円，期末手当で
７２，２９５円の減で，合計で２，００２，８０６円の減額になりました。

　発議第４号曽於市議会議員の報酬の特例に関する
　条例の制定について
　執行部において，行政改革大綱に基づき定員適正化計画並びに組織機構再編計画に沿っての行財政改
革の断行において，議会も執行部と一丸となり取り組むため，この厳しい財政運営に少しでも寄与した
いとの認識から，平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日までの議員の報酬の５％をカットするこ
とが提案され，全会一致で可決されたものであります。

議長・副議長・各委員長・議員５％減
※年間で試算しますと，議長が報酬で２３８，２００円，期末手当で７５，３３１円の減，副議長が報酬で
１９０，８００円，期末手当で６０，３４０円の減，各委員長（４名分）が報酬で７２４，８００円，期末手当
で２２９，２１８円の減，議員（２０名分）が報酬で３，５４０，０００円，期末手当で１，１１９，５２５円の
減，共済掛金・給付費負担金９６７，２００円の減で，合計で７，１４５，４１４円の減額になりました。
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旧 新 増　減

市 長 835,000 793,250 ▲ 41,750

副 市 長 660,000 627,000 ▲ 33,000

教 育 長 635,000 615,950 ▲ 19,050

議

会

議

員

議 長 397,000 377,150 ▲ 19,850

副 議 長 318,000 302,100 ▲ 15,900

議運委員長 302,000 286,900 ▲ 15,100

常任委員長 302,000 286,900 ▲ 15,100

議 員 295,000 280,250 ▲ 14,750

（月額、単位；円）




